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日



平成 25年度事業計画

1 事業方針

一昨年発生 した震災による漁業の復旧は、国 。県等の幅広い支援により漁船や養殖施

設等の生産基盤は概ね復旧してきているが、生産の回復にはまだ多くの時間を要する状

況にある。また、住宅や漁港等の社会資本面ではいまだ復旧・復興の見通しが立たず、

当分、不便さの中で生産活動を行わざるをえない状況にあるc

このような状況の中で、これまで県や関係者の連携の下に、漁業再開に必要な種苗等

の確保支援を重点として漁業就業者の維持 。確保に取 り組んできたところであるが、平

成 25年度においては、引き続き漁業の復旧・復興に向けた取り組み支援に重点を置きな

がら、業務規程に定める平時の事業も取り入れて軸足を徐々に移行させていくとともに、

国の担い手確保に関する事業への対応を図るなど、漁業担い手の維持・確保に努めてい

くものとする。また、次代を担 う水産高校生の育成を図るため、震災で被災した実習施

設の整備について支援していくものとする。

2 事業内容

(1)漁業担い手確保対策事業

漁業担い手の確保に資するため、

① 小中学生漁業体験 。学習事業

② 水産高校等連携育成事業

計

小中高生を対象 とした体験学習等に対 し助成。

8件  助成額 192,000円

4件   助成額  650,000円

12件  助成額 842,000円

(2)

(3)

漁業担い手育成対策事業

新規従業者の定着を促進するため、自立に必要な技術等研修に対 し助成。

1件  助成額 80,000円 (平成 24年度から継続のもの)

青年等漁業者組織活動支援事業

漁業経営の発展向上を図るため、漁業青年等グループが行 う試験研究・交流活動等

に対し助成。

① 研究グループ等活動事業

② 青年等交流活動事業

③ 地域リーダー研修事業

計

助成額  552,0001]

助成額   40,000F可

助成額  150,000円

助成客頁  742,000円

3件

1件

2件

6件

(0 養殖漁業復興活動支援事業 (漁業担い手確保対策事業・特認 )

養殖漁業等の復旧の取り組みを促進 し漁業担い手の維持確保に資するため、漁業協

同組合等が養殖に必要な種苗を生産又は確保する経費に対し助成。



① カキ種苗確保事業       2件   助成額 2,004,000円

② ホヤ種苗生産事業       2件   助成額  372,000円

0 うに種苗放流事業 (移殖)   7件   助成額 6,248,000円

計         11件   助成額 8,804,000円

(5)水産高校等連携育成事業 (漁業担い手確保対策事業・特認 )

公益財団法人 「日本財団Jの助成事業を活用し、震災で被災した本県水産高校の実

習施設の整備に対 し助成し

共同実習船の設計・建造 (平成 25年度分) 2件 助成額 115,285,000円

(6)漁業担い手対策推進事業

全国漁業就業者確保育成センターからの事務委託を受けて、漁業復興担い手確保支

援事業 (目庫補助事業)の活用を促進し、本県の漁業担い手の維持確保に努める.

事業活用に係る相談 。指導・助言業務  事業費  793,000円

(7)調査情報の提供

漁業就業支援フェアや各種就業相談会に参加し漁業就業相談を行 うととt)に 、当基

金へのFlい合わせ、訪間者に対し随時相談
=



平成25年度漁業担い手育成基金事業総括表

事 業 区 分 実 施 主 体 件数 予算額 (円 ) 備考

1漁業担い手確保対策事業

漁業協同組合、水産高校

水産高校

8 842,000

(1)小中学生漁業体験口学習事業 ４

一
４

192,000

(2)水産高校等連携育成事業 650,000

0(3)漁業志向青年等体験学習事業 0

2漁業担い手育成対策事業

漁船漁業経営体

1 80,000

(1)新規漁業就業者交流事業

(2)新規漁業就業者技術研修事業

0 0

80,000

0

1 H24年 度から継続

(3)○」T研修支援事業 0

3青年等漁業者組織活動支援事業

漁業青年部・研究グループ

漁協青年部

6 742,000

552,000

352,000

(1)研究グループ等活動事業 3

① 研究実践活動

② 研修活動

2

1
０

　

０

０〇

一

〇０

，
一

２

一一

40,000

40,000

③ 資格取得活動

JF漁青連支部

漁業士会本部

0

(2)青年等交流活動事業 1

① 情報交換会の開催 1

② 地区活動研究実績発表大会 0 0

150,000(3)地域リーダー研修事業 (漁業士会活動等) 2

4地区漁業担い手対策推進協議会活動事業 0 0

5特別対策事業

(1)養殖漁業復興活動支援事業 (担い手確保対策・特認)

124,089,000

8,804,000

① かき種苗購入費助成 漁業協同組合

養殖組合、漁協青年部

2 2,004,000

372,000② ほや人工種苗生産費助成 2

移殖放流25ヶ所③ うに移殖経費助成 漁業協同組合

県教育委員会

6,428,000

115,285,000(2)水産高校等連携育成事業 (担い手確保対策・特認) 2

合計 125,753,000



平 成 25年 度 助 成 事 業 実 施 計 画 (個別計画 )

公益財団法人岩手県漁業担い手育成基金

1漁業担い手確保対策事業

1 中学生漁業体験。学習事業 単位 :円

地 区 実施主体 活動の内容 (課題名) 実施場所 実施期間 日数 参加人数 指導者・協力機関等 事業費 助成額 備考

大船渡 岩手県立高田高等学校 一日体験入学 高田高校 8月 1日 地区の中学校 60,000

宮古 菖古水産高等学校 1日 体験入学 宮古市 7月 1日 宮古市内の中学校 100,000 50,000

久慈

踵市南漁業協同組合

宿戸地区 少年水産教室
宿戸地区中学生徒(1年生)を対象としたウニ採
り体験、塩ウニ加工体験。

洋野町
宿戸

8/1-3

有 導 猟 栗 ■

宿戸漁業研究会
宿戸女性部
水産業普及指導昌

50,400 50,000

欠慈市漁業協同組合

久喜地区少年水産教室
・定置網起し、ウニ予1き、櫂こぎ、海浜清掃体験
(小 4～ 6年 31名 )。

・鮭いくら、新巻づくり体験 (小 6年 9名 ).

久慈市
久喜

7月

11～ 12月

日

　

日

漁協、生産部、女性部
指導漁業士
市水産課
久喜小学校、PTA
水産業普及指導員

42,930 42,00C

253,330 192,00C

単位1円

地 区 実施主体 活動の内容 (課題名 ) 実施場所 実施期間 日数 参加人数 指導者・協力機関等 事業費 助成額 備 考

大船渡 岩手県立高田高等学校 海洋環境調査 (4ヽ友浦)、 レトルトパウチ試作 高田高校 周年 高田高等学校 120,000 100,000 クラブ活動

宮古
言古水産高等学校 イサダ加工食品開発 宮古市 4月 ～3月 未 定 川秀 400,00(〕 400,000 新商品1開発

言古水産高等学校 現場実習 (養殖漁業) 宮古市 4月 ～3月 5 カキ・ホタテ生産者 ]00,00C 100,000 実習傭船料

久 慈 岩手県立久慈東高等学校
久慈の特産物を利用した新しい水産加工品の

開発 (ションコ、ホヤ)

久慈市 4～ 3月 周年 ・久慈市漁協 70,000 50,000

ユ
ロ 690,000 650,000

等体験学習事業

指導者・協力機関等

1の合計 842,000

2漁業担い手育成対策事業
1)新規漁業就業者交流事業 単位 :円

地 区 実施主体 活動の内容 (課題名) 実施場所 実施期間上_ロ タ 1参1日 △タ 指導者・協力機関等 事業費 助成額 備 考

0 0



業 単位 :円

地 区 受入経営体(漁業種類) 研修rLit名・年齢 研修の内容 ,Fl'場所 研修 ll」l問 日数 協力1機 関等 事業費 助成額 備 考

大船渡
千葉幸男(第七稲荷丸・
サンマ棒受、延縄、採介藻)

及川恵介(35歳 )

タラ延縄、hl介藻技llT等
‐
71得

自立設計支ll
綾 里

H251 10ヽ´

6 10

H24:25日
H25:10日

漁協、普及員 80,000
前年度継続
全体事業費280千円

計
‐ 80,000

(3)qT研修支援‐事業

研修生氏名・

2の合計 10 I I Bo,oool Bo,ooo

3青年等漁業者組織活動支援事業
(1)研究グループ等活動事業

単位ア 研究実践 1舌 動 円

地 区 実施主体 研究等課題 実施場所 実施期間 日数 参力‖人数 指導者等 事業費 助成額 備 考

釜石 釜石湾漁協青年部 エゾイシカゲカイ採苗試験 釜石湾 1月 ～3月 技術センター、普及員 227,520 227,00C

久 慈 野田漁友会 夜型マボヤの養殖方法の検討 野田湾 4～ 3月 り司イ
「

6 ・漁協、普及指導員 125,400 125、 00()

計 352,920 352,()()C

研修活fll

J也 IX 実施主体 研修先 研修の内容 llU修場所 研 11111問 日数 指導・協力機関等 事業費 助成額 備考

宮古
田老町漁業脇 lll組 合青壮
年部

南業部漁協、́イトー

ヨーカドー、(10(DPIL

幌

問熱式乾li・ 機に,tろ 千昆布製造技
術研修、1取 引先机黎、市場調査

函館市、札
幌市

生月下旬～5

月下旬
2泊 3日 482,860 200,00C

計 4 482,860

活動の内容 (課題名 )地 区 実施主体 実施場 lll 実施期間 日数 参加人数 講 lll等 事業費 助 成 額 備 考

一一〓
ロ

1



の

ァ

青年等交流活動事業

情報交換会の開催等
地 区 実施主体 活動の内容叡 題名 ) 実施場所 実施期間 日数 参加人数 指導者・協力機関等 事業費 助成額 備 考

ブて舟合〃支漁青連気仙支部 構演、活動状況報告、意見交換 大船渡市内 1月 1

水産振興センター、
市、漁協、研究会等

50,000 40,000

l 50,00C 40,000

指導者・協力機関等

(2)の 4ヽ計

l 士 単位 :円

地 区 実施主体 活動の内容 (課題名 ) 実施場所 実施期間 日数 参加人数 指導者・協力機関等 事業費 助成額 備 考

全 県
岩手県漁業士会 漁業士会研修会 官古市 7月 1 水技、普及員、行政 200,000 100,000 講増市訪1金

岩手県漁業士会 宮城・岩手漁業士会交流会 大船渡市 1月 水技、普及員、行政 200,000 50,000 会場卜|

訓
―

3 150,000

3の合計 4  1   331 r,2ri5,7Bo I zqz,ooo

1～4までの計 2,309,110 1,664,000

5特別対策事業
(1)養殖漁業復興活動支援事業 (漁業担い手確保対策事業・特認 )

かき種苗確保事業 単位 1円

地 区 実施主体 事業の内容 実施場所 実施期間
lllゴ [|,Jイ「 対象

指導者・協力機関等 事業費 助成額 備 考
台数 人数

大船渡 大船渡市漁業協同組合 カキ種苗購入 (4,100連 *1,500円 /連 )
末崎支所 4～ 11月 言城種 6,150,000 1,610,()()() 単価1200円 /連で調整

宮古 三陸やまだ漁業協同組合 かき種苗の確保 (710連 *1,200円 /連 ) 山田町 11月 ～ 12月 宮城種 1,092,000 364,000

計 7,242,000 2,004,000

単位 :円



人工種苗生

地 区 実施主体 事業の内容 実施場所 実施期間
種苗配布対象

指導者・協力機関等 事業費 助成額 備 考
台数 人数

釜石

唐丹町漁協ほや養殖組合 屎苗資材等 (パーム61tII15丸 、水槽) 唐 丹 12月 ～2月
水産普及指導員
水技術センター 126,000 126,00C

新おおつち漁協青年部 屎苗資材等 (パーム9囲 18丸ほか) 吉里吉里 12月 ～2月 17
不 lF‐ 美 普 及 員

水技術センター
246,510 246,00(

計 372,510 372,00C

に 単位 :円

実施主体 事業の内容 実施場所 実施期間 受益者数 指導者・協力機関等 事業費 助成額 備 考

久慈

種市漁業協Fl紺 1合 種苗放流、増殖溝ウニ移植 95トン 角浜～鹿糠
5箇所

5～ 6月 、
8～ 11月

・県栽培協会
・水産業普及指導員

16,982,000 2,216,000 功成対象事業費:移殖晏 70円 /kg

玉川浜漁業協同組合 種苗放流、増殖溝ウニ移植 10ト ン 玉川浜地先 4～ 12月 同上 961,000 233,000

戸類家漁業lJJ同 組合 種苗放流、増殖溝ウニ移植 13ト ン 戸類家地先
6月 、

8～ 10月
同上 2,187,500 303,000

腫市南漁業協同組合 種苗放流、増殖溝ウニ移植 51トン
宿戸、人

木、有家、
中野lll牛

4～ 9月

8～ 10月
同上 12,016,000 1,190,000

Jヽ子内浜漁業協lnl組合 種苗放流、増殖講ウニ移植 45トン 小子内地先
6～ 10月

4～ 12月
同 上 1,050,000

久慈市漁業協同組合 種苗放流、増殖溝ウニ移植 536ト ン 久喜～桑畑
地区

4～ 11月 1,000 同上 9,935,000 1,250,000

野田村漁業協同組合 増殖溝ウニ移植 8トン 長根浜、厚
井浜増殖場

9ヽ 2月 ・水産業普及指導員 960,000 186,000

計 ウエ移殖量 2756トン 1,824 49,550,000 6,428,000

(2)水 産高校等連携育成事業 (漁業担い手確保対策事業・特認 ) 単位

地 区 実施主体 事業の内容 実施場所 実施期間 受益者数 指導者・協力機関等 事業費 助成額 備 考

全 県
岩手県教育委員会 共同実習船建造 (設計料)

I12412-
l1256

県内3水産高校生徒 日本財団 8,8iD2,000 8,862,000 H24鴻繰越

岩手県教育委員会 共同実習船建造 (翔 陽170トン) 未 定
H25 9-

H272 県内3水産高校生徒 日本財団 193,993,260 106,423,000 2ヶ年事業のうち H25年度事業分

計 202,855,260 115,285,000

5の計 260,019,7701124,089,000

円

総合計 262,328,880 125,753,000
基金の独自予算分
10,468,000円

単位 :円

地 区



平成 25年度水産高校等連携育成事業 (共同実習船建造)計画概要

1 日的 将来の漁業を担 う人材を持続的に育成するため、震災で被災した共
「

1実習船 「翔洋」

の代船を建造す る。

2 実施主体  岩 手県 (岩手県教育委員会 )

3 事業内容

(1)事業費                               単位 :円

(2)経費の配分・負担区分 (平成 25年度分 ) 単位 :円

【全体計画】

(1)年度別事業費 単位 :円

(2)経費の配分・負担区分 単位 :円

区 分 仕 様 全体事業費 H25事業費 備 考

実習船建造

総 トン数 170t型
船生!  船首楼、船橋楼 一層甲板船

船質  鋼製

定員  34名
主機関 中速デ ィーゼル機関 1,400P S

可変 ビッチプロベ ラ

その他装備 I早ll一 式

962,280,000 192,456,000

設 計 設計委託料 8,862,000 8,862,000 前年度繰越

監理 建造監理委託料 6,058,800 1,211,760

事務費 漁船保1倹 2.878千 円、備品 4,8t13千 円、旅費他 1,572千円 9,253,200 325,500 旅 費

計 986,454,000 202,855,260

区分 事業費
助成対象

経 費

負担区分

備 考
基金助成金

自己負 lB

(災害復1日 事業)

その他

設  計 8,862,000 8,862,000 8,862,000 0 0 前鋪彗繰越

建  造 192,466,000 104,886,000 104,886,000 87,570,000 0

監  理 1,211,760 1,211,760 1,211,760 0 0

事務費 325,500 325,500 325,500 0 0

計 202,855,260 115,285,260 115,285,260 87,570,000 0

注 :基金助成金は全額 日本財団か らの助成金

区分 工種 総事業費 平成 24年度 平成 25年度 平成 26年度

設  計 設計委託料 8,862,000 (8,862,000) 8,862,000 0

建  造 船殻、機関、艤装 f也 962,280,000 192,456,000 769,824,000

監  理 建設監理委託料 6,058,800 1,211,760 4,847,040

事務費 漁船保険料、備品等 9,253,200 325,500 8,927,700

計 986,454,000 (8,862,000) 202,855,260 783,598,740

区分 事業費
助成対象

経 費

負 TILl区 分

備 考
基金助成金

自己負lll

(災害復旧事業)

その他

設  計 8,862,000 8,862,000 8,862,000 0 0

建  造 962,280,000 524,430,000 524,430,000 437,850,000 0

監  理 6,058,800 6,058,800 6,058,800 0 0

事務費 9,253,200 9,253,200 9,253、 200 0 0

計 986,454,000 548,604,000 548,604,000 437,850,000 0



平成 25年度漁業復興担い手確保支援事業の事務費積算

1 財団法人岩手県漁業担い手育成基金の指導事務費

区分 積算基礎 金額 (円 ) 備考

賃 金 職員 1人 ×1600円 ×21時間/月 X12月 =403,200円

臨職 1人 ×800円 ×1時間/週 ×4週 ×12月 =38,400円

計 441,600円

441,000

福利厚生費 職員 1人 307,200円 ×0.15=46,080円 46,000

旅  費 職員現地指導

日帰 6,000円 ×10回 =60,000円

県内 1泊 2日 13,500円 ×4回 =54,000円

県外 日帰 り 東京 1回 30,600円

仙台 1回 14,800円

計 159,400円

159,000

消耗』J
コピー用紙他  1,000円 ×12月 =12,000円 12,000

通信費 電話、パ ソコン、切手 3,000円 ×12月 =36,000円 36,000

会議費 会議室使用料  5,000円 ×5回 =25,000円

お茶代  1,000円 ×5回 =5,000円  計 30,000円
30,000

賃借料 パソコンリース料 42,840円 ×従事害1合 0.15=6,426円

事務室賃借料 360,000円 ×従事割合 015=54,000円

言卜60,426円

60,000

雑 費 パソコン保守管理 60,480円 ×従事害1合 0.15=9,072円 9,000

計 793,000


